
平成３０年度 青少年育成ネットワークモデル支援事業助成団体一覧 
 

  

 

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 事業目的 活動内容 

１ 
のぎ自学室地域応援ネ

ットワーク  

のぎ自学室 

（松江市青少年育成連

絡会議） 

松江市 100,000円 

・自学室運営の充実をめざし地域や関係

団体とのネットワークをつくる。市福祉

課とも連携し、ひとり親家庭や低所得世

帯家庭の子どもも参加しやすい運営形

態をつくる。 

・ボランティア学生・社会人主体のイベ

ント等も行い青少年の企画運営力の向

上を図る。 

・主として中高生を対象とした自主自学

スペースの提供と学習支援、保護者対象

の学習相談（毎週金曜日 19 時～21 時、

月１回休日）その他、長期休暇等に学習

に関するイベントを開催する。 

２ 
八雲こいのぼり結婚

式 

八雲ゆう人会 

（松江市青少年育成連

絡会議） 

松江市 100,000円 

・「こいのぼり」で町づくりをテーマに

県内外の青少年団体、地域おこし団体と

のネットワークをつくり、地域活性化の

仕掛け等を学び、鯉のぼり事業へ反映さ

せるとともに、交流を深めていく。併せ

て本会が鯉のぼりを掲揚している「意宇

川」にも目を向け、川遊びを取り入れた

事業の発展・活性化を目指していく。 

・「鯉のぼり」と「手漉き和紙で町づく

り」という八雲町と共通点を有する高知

市の「いの町紙の博物館」の視察。 

・「和紙で作った鯉のぼり」ギネスブッ

ク挑戦。 

・「ガキ大将養成委員会」との交流によ

る、鯉のぼりの下で遊ぶ「川ガキ」養成

のための意見交換会の実施。 

３ 

大田市若者団体交流事

業「青少年カフェ＋（プ

ラス）」 

ＮＰＯ法人緑と水の連

絡会議 

（大田市青少年育成市

民会議） 

大田市 100,000円 

・ゆきみーるに滞在する国際ボランティ

アを活用し、居場所を利用する困難を抱

える青少年と公民館を拠点に活動する

青少年団体大田ＪＯいんつ♪との交流

・ネットワーク構築を進める。もって青

少年の活動の幅や人と接する機会を増

やし、コミュニケーション能力や自主性

・主体性を育んでいく機会とする。 

 

・大田市若者団体交流事業「青少年カフ

ェ＋（プラス）」の開催。 

〔ゆきみーるを拠点とした国際ワーキ

ングキャンプ（又は週末キャンプ）の開

催に合わせて青少年カフェプラス（お茶

をしながらのトークセッション）を開催

する。〕 



平成３０年度 青少年地域活動チャレンジ支援事業助成団体一覧 

 

  

 

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 事業目的 活動内容 

１ 地球食堂 

地球食堂実行委員会 

（出雲市青少年育成市

民会議） 

出雲市 100,000円 

子どもや保護者に地元食材の食事を体

験してもらい、おいしさを知ってもら

う。校区や学校を超えた大学生や外国人

も含めた交流の機会を提供し、子どもが

新たな価値観を持つきっかけづくりを

する。 

 

「地球食堂」という名前の遊びを通した

交流、学習支援の場を開設運営。 

・地域食材を活用した食事提供、参加外

国人との外国の遊びを通じた交流、学生

による参加者への学習支援などの実施。 

２ 
大田 JOいんつ♪～心

に届くプレゼン講座～ 

大田ＪＯいんつ♪：大田

市立中央公民館 

（大田市青少年育成市

民会議） 

大田市 40,000円 

大田ＪＯいんつ♪として活動報告の機

会が増え、自分の思いが相手の心に届く

プレゼンスキルを身に着けることでよ

り自信を持って地域活動に取り組もう

とする子どもたちの育ちを支える。 

心に届くプレゼン講座「自分の思いを届

けるプレゼンの仕方の勉強」の実施。 

・実際の今年度の活動内容をもとに講師

の指導を受けながらプレゼンの仕方を

学び、実践として地域の方への報告、交

流団体への発表を行う。 

３ 
八川ＳＮＳプロジェク

ト 

Ｓ・Ｎ・Ｓ八川：奥出雲

町立八川公民館 

（青少年育成奥出雲町

民会議） 

奥出雲町 60,000円 

若者が自ら地域活動の企画・運営を行

い、主体的に動く楽しさを実感できるよ

うにするとともに、積極的に地域活動に

参加するきっかけをつくる。併せて地域

の良さを次世代に伝える。 

八川ＳＮＳプロジェクト（第 2弾）の実

施 

・八川盆ボンフェスティバルへの参画、

当日の出店販売。 

・地域の小・中・高・大学生による軽ス

ポーツを通した交流イベントの企画運

営。 

４ 
吉賀野外音楽フェステ

ィバル 2018 

吉賀野外音楽フェステ

ィバル実行委員会 

（吉賀町青少年健全育

成推進協議会） 

吉賀町 100,000円 

県外からの若者や、帰省した若者、町内

の子ども、地域住民を対象に音楽フェス

ティバルを開催し、吉賀町の魅力をアピ

ールし、若者の定住促進、地域への愛着

の醸成、世代間交流の推進、地域の活性

化を図る。 

中学校校庭を 1日貸切っての音楽祭の実

施 

・他市町村の青少年団体にも参加呼びか

け。 

・地域の高齢者も楽しめるような演歌コ

ーナー、来場者参加型イベントの実施。 

 



令和元年度 青少年育成ネットワークモデル支援事業助成団体一覧 
 

  

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ 
のぎ自学室地域応援ネ

ットワーク  

のぎ自学室 

（松江市青少年育成連

絡協議会） 

松江市 100,000円 

・子どもの居場所づくりをやってみた

いと話す県民の視察が複数あるものの、

子どもの居場所が広まらない現状であ

る。先進事例を知り、県民が一歩踏み出

せるきっかけづくりの研修を実施する。 

・昨年度から子どもと大人が共に学べ

る場である研修会「子どもと大人の自学

室」を 2，3ヶ月に 1回開催している。 

居場所の中でネットワークを広げ
高校生が主体となって運営する研
修会の実施。 
・研修会では、自学スペースを利用して

いた高校生にも研修会の司会担当とし

て携わってもらっている。大学生ボラン

ティアによるイベントも毎年行い、今年

度は企画の段階から学生主体で行って

いる。 

２ 
吉賀野外音楽フェステ

ィバル 2019 

吉賀町野外音楽フェス

ティバル実行委員会 

（吉賀町青少年健全育

成推進協議会） 

吉賀町 100,000円 

・平成 27年に結成。吉賀町在住の 20代

から 30 代を中心に結成された実行委員

会。音楽祭は今年で 4年目を迎え、毎年

改良を加えながら音楽をきっかけに若

い力で地域を盛り上げようという目標

で活動。 

・若者たちの多くに祭のボランティア

として参加してもらい、「やりがい」や

「たのしい！」を経験してもらうことで

定住促進につなげる。 

中学校校庭を 1 日貸切っての音楽
祭の実施（音楽演奏、屋台出店） 
・六日市中学校の校庭を丸ごと一日使

って、音楽演奏、屋台などを同時開催す

る。今年度は町内に働きに来ている外国

人の方等へ参加を呼びかけ、青少年団体

間のネットワークを広げる。 

・地域の高齢者も楽しめるような演歌

コーナー、来場者参加型イベントとして

「めがねかけんさいやー」も併せて実施

する。 

 

  



令和元年度 青少年育成地域活動チャレンジ支援事業助成団体一覧 
 事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ 

“レイワにレトロ”な

お祭り作りプロジェク

ト 

八雲ゆう人会 

（松江市青少年育成連

絡協議会） 

松江市 100,000円 

・松江市八雲町で育った者を中心に 23

歳～34歳の 15人で結成している団体。 

・地域住民や帰省した若者などが集う

場として長く親しまれていた「やくもま

つりおいでな祭」が復活し、私たちも、

お祭りを盛り上げる為に何かできる事

はないかと考えたときに、「やくも音頭」

を制作し、お祭りで踊る事を企画する。 

「やくも音頭や」「八雲の夏祭り」
の原風景を子どもたちに伝えるた
めのお祭りグッズを作り、夏祭りを
活性化 
・八雲モクモク音頭ＣＤ付き絵本の製作 

・八雲モクモク音頭の世界観をベースに

した紙芝居や、レトロなお祭りグッズづ

くり。 

２ 地球食堂 

島根県立大学 

地球食堂サークル 

（出雲市青少年育成市

民会議） 

出雲市 100,000円 

・島根県立大学（出雲キャンパス）の学

生 20名程度で構成。 

・地域の子どもたちに「地球食堂」とい

う食事の場を提供する。 

・子どもたちに地元の食材を利用した

食事を提供し、よさを感じてもらう。 

・子ども同士の交流と地域住民との交

流を深める 

「地球食堂」という名前の食事提
供・遊びを通した交流、学習支援の
場を開設運営 
・地元食材を使ったご飯を提供するこ

と、また、一緒に遊んだり勉強を見たり

する。 

・学生のネットワークを生かし地域在

住の外国人が多く参加し、交流する。 

３ 

第 2淞北台てらこや 

特別企画 

「ハロウィンパーティ

ー！！」 

島根県立大学 

みんなの家サークル 

（松江市青少年育成連

絡協議会） 

松江市 99,640円 

・島根県立大学（松江キャンパス）の学

生（1,2年生）で構成。 

・子どもの居場所づくりを考え、支える

ことを目的とする。 

・松江市城北地区にて開始された小学

生を主な対象とする学習支援事業「第 2

淞北台てらこや」への参加を始めた。 

特別企画「ハロウィンパーティー！！」 

「食を通して心と身体の健康を意
識する」 
・体験活動として、農園訪問、収穫。 

・交流活動として、ハロウィーンに関す

る絵本の読み聞かせをしたり、外遊びを

したりする。 

４ 
青少年育成活動事業 

サマーキャンプ 2019 

三刀屋地区 

まちづくり協議会 

（雲南市青少年育成健

全育成協議会） 

雲南市 100,000円 

・雲南市内地域自主組織の一つ。小、中、

高校生を含む生涯学習、福祉、防災事業

などを企画・立案・実施している。 

・キャンプを通して自然に親しみ自然

を愛する心や基本的な生活習慣、規範意

識・責任感などをはぐくむ。 

・参加する青少年の自主性や自立心を

養い、対話能力の育成を図る。 

自然の中で、共通の生活体験や直
接体験を通して、自然に親しみ、自
然を愛する心や基本的な生活習
慣、規範意識・責任感等を育む。 
・高校生がサポーターとして参加する。 

・大人と青少年の自然環境との「ふれあ

い」を通して情操を養う。 

・役割分担の中から責任感を学ぶ。 



令和２年度 青少年育成ネットワークモデル支援事業助成団体一覧 
 

  

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ 
自習室運営のＩＣＴサ

ポート 

特定非営利活動法人 

未来プロジェクト 

（松江市） 

松江市 100,000円 

城西公民館で活動中の任意団体「ｉ～ｂ

ａｓｙｏ」の小中学生の自習室との連携

を図り、ICT機器を活用したオンライン

学習等の支援およびより多くの学びの

機会を創出する。 

ICT 機器を活用したオンライン学
習等の支援。 
・小中学校と地域コミュニティとの連携

を考える社会教育実践者とＩＣＴの知

識と経験が豊富なメンバーを有し、これ

からのＧＩＧＡスクール構想やコミュ

ニティスクールの構想を見据えた活動

を行うことが可能。 

 

  



令和２年度 青少年育成地域活動チャレンジ支援事業助成団体一覧 
 事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 
市町村名 補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ 

第 2淞北台てらこや 

特別企画第二弾 

「木にふれて学ぼう」 

島根県立大学 

みんなの家サークル 

（松江市） 

松江市 93,100円 

団体の構成員は島根県立大学松江キ

ャンパスの学生である。子どもの居場所

づくりを考え、支える活動を令和元年度

から活動している。 

・木工体験を通して木材の感触を楽し

みながら木の良さに気づく。 

・地域の人と交流し、日本古来の伝統に

ついて学ぶ。 

・「ものづくり」の楽しさと難しさに気

づく など 

特別企画 
「木にふれて学ぼう」 
寺子屋に参加している子ども（約 10

名）を対象とし、寺子屋の支援者とサー

クルのメンバーで事業を行う。（約 30名）

事業実施は 10月を予定している。 

 木工体験の指導や日本古来の伝統に

ついてのお話をいただきながら交流す

る。それぞれの子どもに応じて学生や支

援者がサポートしながら、一緒に学ぶ。 

２ 

身近に潜むグローバル 

～世界との繋がりやか

かわりを考えよう～ 

異文化体験活動 

島根県立大学 

国際系サークル「セカイ

ヘ」 

（浜田市） 

浜田市 88,788円 

 島根県立大学国際系サークル「セカイ

ヘ」の学生。 

世界を身近に感じてもらいながら、中

高生にも国際的な視点や考え方を身に

付けてもらい、多文化共生の大切さにつ

いて知ってもらうことを目的とする。ま

た、活動の中で、異文化に関わることの

楽しさや面白さを感じてもらう。 

中高生を対象とする異文化体験ワ
ークショップ 

江津市のアサリハウスの大広間を利

用する。対象は石見地方の中高生（上限

15名）で教育委員会等にも周知の協力を

お願いする。 

 ワークショップ・・・異文化間で起こ

り得る身近な問題に対して解決策を模

索する。 

３ 
青少年による地域活性

化などの活動 

ＫＥＹＳ 

（松江市） 
松江市 100,000円 

 湖南中学校卒業生が中心となる高校

生だけのＮＰＯ法人。 

 湖南中学校区の乃木地区、忌部地区に

住む、北高など市内４校の 1,2年生で構

成する。 

 相談役として松江市議が顧問に就任。

希薄になっていく地域住民の関係に危

機感を抱き、若者自身が主体的に動き出

した。 

乃木地区及び忌部地区において、
青少年による主体的な地域貢献活
動 
青少年（小、中、高校生）と地域との

関わりを持つ事業を基本とし、上記の目

的を達成するために必要な研究や啓発

などの事業も並行して行う。 

 



令和３年度 青少年育成ネットワークモデル支援事業助成団体一覧 
 

  

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 

市町村

名 
補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ あいさつ運動 

江津市更生保護女性会 

（江津市青少年健全 

育成協議会） 

江津市 100,000円 

・40歳以上の 80名で構成。 

・中学生と一緒にあいさつ運動を行う

ことにより、子どもたちの活動に対する

自主性や社会性を育むことを目的とす

る。また、未就学児対象に紙芝居を行い、

社会参画への意義などについて分かり

やすく伝える。 

 

地域の中学生とネットワークを
作り、あいさつ運動を通して社会参
画の意識を醸成する。 
・市内の全小中学校に呼びかけ、ネット

ワークをつくり、あいさつ運動を実施。 

・中学生の地域社会への意識付けをする

ことができた。 

・紙芝居を通して、未就学児に地域での

安全性を伝えた。 

２ 

豊川地区中高生団体

「とよかわっしょい 

!!」の活動支援 

豊川地区つろうて 

子育て推進協議会 

（益田市青少年育成 

市民会議） 

益田市    0円 

・中高生から若者、大人も含めて 45 名

で構成 

・豊川地区の地域活動グループ「とよか

わっしょい!!」の中高生が自分たちの活

動を発信することや県内他地域の中高

生とネットワークを築き交流すること

を目的とする。 

・中高生が主体となって行った秘密基

地（ツリーハウス）づくりを東部で地域

活動を行っている団体に対して発表し、

意見交流を行う。 

県内他地域の中高生との意見交
流及び活動交流【中止】 
・松江市玉湯町の中高生団体「たまメ

ン！」と交流を企画していたが、新型コ

ロナウィルス感染防止のために県立高

校の予定が大幅に変更され、日程調整が

難しく、計画を中止とした。 

・中止に伴い、補助金についても取り消

しとする。 

 

  



令和３年度 青少年育成地域活動チャレンジ支援事業助成団体一覧 
 

 事  業  名 
事業実施団体 

（申請団体名） 

市町村

名 
補助金交付額 団体概要と事業目的 活動内容 

１ 

街に灯を灯そう！キャ

ンドルライト作成ワー

クショップ 

やくも夏祭り実行委員会 

（松江市青少年育成 

連絡協議会） 

松江市 100,000円 

・18歳～40歳代の 15人で結成している

団体。 

・お盆に松江市八雲町で夏祭りを企画・

運営。コロナ禍で夏祭りが中止となった

ため、キャンドルライト作成を通して、

地域の中学生と交流し、地域の活性化を

目的とする。 

・コロナ禍のため、対面でなく動画を視

聴しての作成に変更実施。 

八雲町の親水公園のイルミネー
ションを、中学生を対象として作成
したキャンドルライトで行い、地域
の活性化を図る。 
・対面作成ではなく、動画視聴により作

成。各自でできるように、作成方法動画

を制作。 

・作成したライトを用いて地域の中学生

が公園に飾り付け。 

２ 

「第２淞北台てらこ

や」特別企画第３弾 

「島根の世界遺産に触

れよう」 

みんなのいえ 

（松江市青少年育成 

連絡協議会） 

松江市 100,000円 

・島根県立大学（松江キャンパス）の学

生で構成している団体。 

・子どもの居場所づくりを考え、支える

ことを目的とする。 

・城北地区の学習支援事業である「第２

淞北台てらこや」に参加し、てらこやに

参加している子どもを対象に様々な企

画を実施。 

特別企画第３弾 
「島根の世界遺産に触れよう」 

・地元ガイドの案内により「石見銀山」

を散策。タブレット端末を用いて、子ど

もが記録。 

・大田の方の援助を受けて、新聞作成を

行う。 

・活動内容を新聞にまとめ、地域の公民

館等に掲示した。 

３ 
西益田魅力化プロジェ

クト 

にしますだツナガル 

（益田市青少年育成 

市民会議） 

益田市 100,000円 

・西益田地区の中学生を中心とした地

域住民 20名で構成。 

・子どもたちや地区住民、参加者が楽し

みながらより良い地域づくりに主体的

に参画することを目的とする。 

・園児・児童、生徒、地域の若者など、

幅広い方々が活動に参加。 

幅広い方々を対象とした地域の
活性化を図る５つの活動を行う。 
・公園の芝生化（中学生企画） 

・野外体験活動（UIターン若者対象） 

・川遊び（親子対象、UIターン若者及び

地域の中学生運営） 

・竹灯籠イベント（中学生企画） 

・門松づくり（上記活動参加者） 

 



令和４年度 青少年の主体的な活動支援事業 
１ 青少年育成ネットワークモデル支援事業助成団体一覧 

 
事  業  名 

事業実施団体 

（申請団体名） 

市町村

名 

補助金 

交付額 
団体概要と事業目的 活動内容 

１ 

かんじるつながり 

する人・される人か

らともに生きる人へ 

安田地区 

青少年育成会議 

（益田市青少年

育成市民会議） 

益田市 80,000 

・益田市青少年育成市民会議設立と共に設立。30

年以上の活動実績。 

・地域内の次世代を担う青少年の健全な育成を

図る。 

・地域の民生児童委員連絡協議会、地域子ども

会、少年補導員などで構成。 

中高生によるイベントの実施と報告会を兼ね

たフォーラムの実施。 

・小学生等を対象としたメディアの危険や有用

性について考えるイベントの実施。 

・高齢者対象の買い物支援体験等からの提言。 

・２つの活動をもとにしたフォーラムの実施。 

２ 

令和４年度 第 26回 

中国・四国ブロック 

青少年育成アドバイ

ザー連合会 研究集

会（島根大会） 

島根県青少年育成 

アドバイザー 

連絡協議会 

（松江市青少年 

育成連絡協議会） 

松江市 80,000 

・平成２年に結成。青少年育成アドバイザー及び

それを目指す者で、この会の趣旨に賛同した者

をもって組織。 

・会員の研修と情報交換をとおし、会員の資質向

上を図るとともに、関係諸団体との連携を密接

にし、本県の青少年健全育成活動の推進を図る。 

中四国のアドバイザーの参加。基調講演、若者

ディスカッション、グループ協議の実施。 

・R4.9/10に出雲市において、青少年育成に関わ

る者が集い、青少年やアドバイザーの意見を聞

き、青少年を地域でどのように応援していくの

かを考え、意見交換を行った。40名参加。 
 

２ 青少年育成地域活動チャレンジ支援事業助成団体一覧 

 事  業  名 
事業実施団体 

（申請団体名） 

市町村

名 

補助金

交付額 
団体概要と事業目的 活動内容 

１ 

「楽しい」を 

すべての人へ！ 

誰も仲間外れにしない 

～インクルーシブ・

ブラインドサッカー

・イベント～ 

島根オロチ 

ビート浜田 

（浜田青少年健

全育成推進会議） 

浜田市 80,000 

・令和元年設立。サンビレッジ浜田をホームグ

ラウンドに県立盲学校（松江市）や出雲西部体育

館で定期的に活動実施。青少年 11名所属。 

・障がい者と健常者が共にブラインドサッカー

を通してお互いを理解し「当たり前に混ざり合

う社会」をつくること、誰もが輝ける場を提供す

ることを目的とする。 

所属する青少年による体験イベント運営。 

サッカーチームとの交流。 

・所属する青少年がイベントの運営を実施。参加。 

・県内の子どもたちを対象としたブラインドサッ

カーの体験活動の実施。アフィーレ広島（ブライ

ンドサッカーチーム）及びベルガロッソ浜田の選

手による指導。 

２ 

青少年による 

地域イベントの 

企画・運営・参加 

コンシリーダーズ 

（松江市青少年 

育成連絡協議会） 
松江市 54,660 

・令和４年設立。松江南高校生４名で組織。 

・青少年による地域でのイベント企画により、

青少年の主体性を育み、地域とのつながりづく

りやコミュニティの形成を図り、地域活性化を

目的とする。 

東ティモールでの戦争に関する映画 

「カンタ！ティモール」の上映 

・地域の公民館並びに市の活動センターにおい

て、映画の上映を企画・運営。 

・上映後、地区の人権・同和教育推進協議会の方

とのディスカッションや映画の監督の講演会を

実施。 
 


